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１．なぜ、発災時の防犯に焦点をあてるのか
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２．発災時に起こる犯罪の種類
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震災に便乗した詐欺や悪徳商法の犯罪

発災時の詐欺の種類

義援金名目で金品を騙し取る詐欺

屋根の修繕や住宅設備の点検として高額な修理・点検代を請求する詐欺

放射線測定や除染等にかこつけ物品を販売する詐欺

偽のボランティア集団による詐欺



能登半島地震での被災地の犯罪

SNSで被災者装い「PayPay」で寄付金送らせる手口

地震被害便乗し、ブルーシート高額販売業者による悪質商法

“被災地への募金や寄付を” 不審電話相次ぐ

被災地に“ボランティアで来た”と名乗る自称大学生による窃盗被害

被災地での震災関連犯罪の認知状況：1月１８日時点で２６件

震災関連の犯罪は増え続け、無くならない



参考文献：区市町村の町丁別、罪種別及び手口
別認知件数 警視庁 (tokyo.lg.jp)

年に平均４件が認知される

https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/about_mpd/jokyo_tokei/jokyo/ninchikensu.html
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/about_mpd/jokyo_tokei/jokyo/ninchikensu.html


参考文献：区市町村の町丁別、罪種別及び
手口別認知件数 警視庁 (tokyo.lg.jp)



発災時の詐欺の一般的な対策方法

県外ナンバーに

気をつける

見知らぬ人、

あやしい人には

あえて声をかける

ボランティアで

来たという人は

所属を確認する

不審者をみかけたり、
被災者支援に来た団
体に違和感を感じたら

警察に相談 or 信頼できる人に相談



正しい情報が分からない

発災時の詐欺被害が増える不安要因

知人や家族と連絡が取れない

避難所からいつ、
帰れるのか
分からない



デマ情報は拡散されやすい

「再び震度6の地震が来る（当時は震度６が最高）」 （阪神・淡路大震災）

「化学工場から有毒物質が空気中に拡散した」 （東日本大震災）

「動物園からライオンが逃げた」 （熊本地震）

根拠のない情報が飛び交う
たくさんの人が情報を
拡散してしまう



住民同士が顔の分かる関係になることが必要

防災訓練などの地域イベントに多くの人が参加する

地域イベントの参加率が少ない

どうしたらよいのか？



３．対策・まとめ
～私たちの考え～



ロコハブ防災ライン 東京都防災アプリ

信頼できる機関の正しい情報



長期でイベント
を開催する

防災訓練参加で３ポイント

防災祭り参加で２ポイント

地域交流音楽祭参加で１ポイン
ト

ポイントを
ためると

世田谷防災ポイントカード



まとめ
発災時必要になる能力

＝情報リテラシー（情報を正しく理解し、発信する
力）

避難は難を逃れることであり、指定された避難所
に行くことではない

常に備えをし、住民同士が発災時、協力できる町づくりをしていく



ご清聴ありがとうございました
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